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地方自治の本質実践例
－その１、首長の部－

じ ち ず い そ う
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か

「香川県庁舎50｣より、丹下健三氏と
 香川県庁旧本館

か
　
か
　
し

テ

つ
も
り

み
　
ば

ど
う
す
れ
ば
幸
せ
な

職
場
に
な
る
の
か

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
分
野
と

論
議

  

　
立
谷
相
馬
市
長
と
は
、
地
方

自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変

す
る
中
で
、
新
し
い
発
想
と
地

道
な
活
動
で
進
路
を
切
り
拓
く

べ
く
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
住
民
と
行
政
が

協
働
し
て
実
効
あ
ら
し
め
よ
う

と
す
る
試
み
を
共
に
研
鎖
し
て

き
た
仲
で
あ
る
。

　
立
谷
市
長
は
平
成
22
年
に

「
2
0
0
9
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト｣
(

7

基
本
政
策
、
61
項
目)

を
掲
げ

三
選
を
果
た
す
。
二
期
目
に
認

証
取
得
し
た
「
I
S
O
9
0
0
 

1｣

を
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
と

し
て
確
立
し
、
各
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
項
目
を｢

相
馬
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン｣

の
重
点
施
策
実
行
計

画
に
位
置
付
け
、
市
職
員
と
と

も
に
Ｐ(

計
画)

・
Ｄ(

実
行)

・

Ｃ(

検
証)

・
Ａ(

次
な
る
行
動)

サ
イ
ク
ル
に
乗
せ
る
。

　
と
こ
ろ
が
平
成
23
年
3
月

11
日
東
日
本
大
震
災
発
生
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
災
害

対
応
と
復
旧
復
興
業
務
に
忙
殺

さ
れ
る
。
加
え
て
原
発
事
故
の

影
響
で
放
射
能
か
ら
市
民
生
活

を
守
る
た
め
の
除
染
、
健
康
対

策
、
ま
た
主
要
産
業
の
農
業
、

漁
業
の
生
産
基
盤
の
回
復
、
風

評
被
害
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
峙
す
る
。
こ
う
し
て
2
期

目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
震
災
の

影
響
で
実
行
不
可
能
と
な
っ
た

項
目
も
多
数
出
現
す
る
が
、
復

旧
復
興
と
い
う
大
き
な
課
題
と

向
き
合
い
な
が
ら
、
市
民
の
協

力
・
職
員
の
努
力
も
あ
っ
て
結

果
的
に
は
46
項
目
の
目
標
達
成
、

5
項
目
が
概
ね
又
は
一
部
達
成

で
き
た
と
聞
か
さ
れ
た
。
言
う

な
れ
ば
、
大
震
災
か
ら
の
復
興

計
画
を
い
ち
早
く
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
化
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
発

災
当
日
の
深
夜
に
短
期
的
対
応
、

中
期
的
対
応
、
長
期
的
対
応
に

分
け
て
必
要
な
対
策
を
分
類
し
、

自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
・
市
議

会
・
市
内
各
団
体
代
表
者
ら
と

協
議
、
Ａ
３
一
枚
の
シ
ー
ト
で

情
報
共
有
し
な
が
ら
市
の
方
針

を
決
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
仮
説
住
宅
の
完
成
を
経
て
避

難
所
を
閉
鎖
し
た
の
が
平
成
23

年
6
月
、
直
ち
に｢

相
馬
市
復

興
計
画｣

を
策
定
、
高
齢
者
・

子
供
・
青
壮
年
層
が
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
で
生
活
再

建
・
生
活
設
計
が
可
能
に
な
る

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
着
実

な
復
興
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
代
表
や
関
係
団
体
で
構
成

す
る｢

相
馬
市
復
興
会
議｣

を

設
置
し
、
定
期
的
に
開
催
し
て

各
事
業
の
進
捗
状
況
の
把
握
、

新
た
な
課
題
や
事
業
見
直
し
、

対
応
策
を
図
っ
て
い
く
。
即
ち
、

震
災
発
生
後
の
相
馬
市
に
対
応

す
る
新
た
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

市
民
に
提
示
し
、
現
実
的
課
題

の
解
決
と
新
相
馬
市
の
姿
を
提

案
し
た
の
で
あ
る
。

　
平
成
25
年
末
４
選
に
当
た
り
、

「
復
興
か
ら
新
生
相
馬
へ｣

を
テ

ー
マ
に
、
①
基
盤
固
め
、
②
今

な
す
べ
き
こ
と
、
③
新
し
い
相

馬
市
へ
の
3
つ
の
基
本
方
針

に
13
の
中
項
目
、
32
の
小
項

目
の
具
体
的
な
政
策
を
掲
げ
て

い
る
。
東
北
3
県
の
各
自
治

体
首
長
選
挙
は
現
職
に
と
っ
て

極
め
て
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た

が
、
立
谷
市
長
は
勝
ち
抜
く
と

直
ち
に
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
復
興
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
、

速
や
か
な
復
興
に
よ
る｢

新
生

そ
う
ま｣

を
目
指
し
、
ソ
フ
ト

事
業
、
ハ
ー
ド
事
業
を
整
理
、

分
類
し
て
新
た
な
主
要
テ
ー
マ

ご
と
の
基
本
計
画
に
ま
と
め
現

在
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
基
本
政
策
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
内
部
評
価
・

外
部
評
価
を
行
い
前
述
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
首
長

は
も
ち
ろ
ん
市
職
員
が
検
証
し

改
善
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

選
挙
の
た
め
だ
け
の
道
具
だ
け

で
な
く
、
重
大
か
つ
緊
急
の
行

政
課
題
が
発
生
し
た
際
に
新
た

な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
う
形
で

提
示
し
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

立
谷
市
長
の
4
期
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
は
震
災
か
ら
復
興
へ

向
け
よ
り
具
体
的
な
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
も
の
で
あ

り
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

市
民
と
行
政
と
が
協
働
す
る
道

し
る
べ
と
な
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、

医
師
で
も
あ
る
市
長
は
、
発
災

後
直
ち
に
母
校
の
医
大
や
全
国

医
師
会
に
呼
び
か
け
医
療
体
制

を
い
ち
早
く
整
え
、
市
内
及
び

周
辺
地
域
の
人
々
の
期
待
に
応

じ
た
。
ま
た
死
者
4
5
8
人
、

市
域
の
15
％
が
津
波
で
壊
滅
的

被
害
を
受
け
、
震
災
孤
児
と
な

の 

だ 

て

｢

投
資｣

と
し
て
の
文
化
・
芸
術

政

策

法

務

の

手

法

と

担

い

手

50 

年 

隔 

て 

て

縦
割
り
、
バ
ラ
マ
キ

＝

日
本
計
画
行
政
学
会
で

の
議
論

世
界
に
日
本
を
発
信

：

古
く
て
新
し
い
課
題

地
方
交
付
税
へ
の
疑
問

人
口
減
少
問
題
の
波
紋

立
谷
清
秀
相
馬
市
長
の

実
践

余 

剰 

幻 

想

制
度
疲
労
か
ら
の
脱
出

Monthly Topics

３
期
目
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

2011年３月末福島県相馬市役所災害対策本部に
立谷清秀相馬市長を訪れて。

４
期
目
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

＝
復
興
計
画



さ 

な
か

き
ゅ
う

さ
い
な

っ
た
子
ど
も
達
が
大
学
卒
業
ま

で
サ
ポ
ー
ト
す
る｢

奨
学
基
金｣

を
全
国
に
呼
び
か
け
て
実
現
す

る
。
破
壊
さ
れ
た
市
営
住
宅
の

再
建
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の

精
神
的
ケ
ア
を
重
視
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
確
保
し
や
す
い｢

長

屋
式
住
宅｣
を
実
施
す
る
な
ど
、

画
期
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
課
題
に
対
し
て
方
向
性
と

具
体
的
な
施
策
を
示
し
、
そ
う

す
る
こ
と
で
職
員
は
自
分
の
仕

事
の
位
置
付
け
が
分
か
り
、
市

民
は
い
つ
ま
で
待
て
ば
い
い
の

か
見
通
し
が
つ
け
ら
れ
る
と
い

う
や
り
方
で
あ
る
。

　
一
連
の
取
り
組
み
に
対
し
、

2
0
1
4
年
度
首
長
グ
ラ
ン
プ

リ｢

最
優
秀
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
賞
」

に
輝
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お

く
。

　
小
林
常
良
原
木
市
長
は
、
平

成
19
年
2
月
に｢

厚
木
市
政

策
理
念
～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

元
気
な
あ
つ
ぎ
～｣

を
市
民
の

意
見
・
要
望
を
可
能
な
限
り
聞

き
な
が
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
化
し

て
公
表
、
初
当
選
後
の
市
政
運

営
の
基
本
に
据
え
て
実
施
す
る
。

2
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
作
成

で
は
、
1
期
目
の
自
己
評
価
・

第
三
者
評
価
を
経
て
、
現
地
対

話
主
義
を
徹
底
し
、
高
齢
者
・

子
育
て
世
帯
な
ど
幅
広
い
階
層

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
1
0
0

の
政
策
を
厳
選
し
て
作
成
し
た
。

Do

（
実
施
）
段
階
に
お
い
て
は
、

副
市
長
中
心
の
「
あ
つ
ぎ
総
力

戦
略
会
議
」
と
庁
内
横
断
的
な

「
あ
つ
ぎ
総
力
実
行
会
議
」
を

設
置
し
、
関
係
部
署
の
次
長
級
・

課
長
級
か
ら
広
く
公
募
の
職
員

に
至
る
ま
で
参
加
す
る
工
夫
を

凝
ら
し
た
。
ま
た
、
政
策
推
進

に
向
け
て
責
任
の
所
在
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
部
長
級
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
を
顔
写
真
付

き
で
公
表
、
四
半
期
ご
と
に
進

捗
状
況
を
公
開
す
る
。
同
時
に

既
存
の
市
総
合
計
画｢

第
9
次

厚
木
市
総
合
計
画｣
や
行
革
の

指
針
「
第
5
次
厚
木
市
行
政

改
革
大
網
」
な
ど
と
連
携
さ
せ

進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
。

　Check

（
評
価
）
段
階
で
は

市
民
と
の
情
報
共
有
を
重
視
し

徹
底
し
た
情
報
の｢

見
え
る
化｣

に
取
り
組
み
、
政
策
ご
と
の
期

限
・
数
値
目
標
・
工
程
表
・
達

成
状
況
を
明
記
し
た
上
で
、
市

広
報
誌
・
市HP

・
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
な
ど
で
公
表
す
る
。
ま

た
県
内
初
と
な
る
無
作
為
抽
出

に
よ
る
市
民
モ
ニ
タ
ー
参
加
制

度
や
全
国
初
と
な
る
ネ
ッ
ト
投

票
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
市
長

自
ら
もYouTube

、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
情
報
発
信
に
努
め
て

い
る
と
い
う
。

　
と
に
か
く
若
い
、
2
0
1
3

年
4
月
初
当
選
の
本
川
祐
治

郎
氷
見
市
長
が
思
い
切
っ
た
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
選
挙
公

約
の
市
長
退
職
全
廃
止
の
相
当

額
を
原
資
に｢

世
田
谷
ト
ラ
ス

ト
ま
ち
づ
く
り｣

の
協
力
や
職
員
、

市
民
の
参
加
の
下
、
県
立
学
校

の
統
合
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

高
校
体
育
館
を
改
修
し
新
庁
舎

に
再
利
用
す
る
と
い
う
全
国
初

の
挑
戦
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

総
事
業
費
約
19
億
4
0
0
0
万
、

市
負
担
約
8
億
円
、
体
育
館

と
一
部
旧
校
舎
を
使
い
、
残
り

を
取
り
壊
し
3
3
7
台
の
駐

車
場
も
確
保
で
き
る
。
旧
庁
舎

の
1
・
3
倍
（
7
8
9
0
㎡)

。

　
こ
の
日
本
初
の｢

行
政
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー(
未
来)

セ
ン
タ
ー｣

を
目
指
す
挑
戦
は
極
め
て
画
期

的
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
新

庁
舎
建
設
の
常
識
を
覆
し
、
未

来
の
市
庁
舎
の
在
り
方
を
提
案

す
る
実
践
例
と
し
て
評
価
で
き

る
。
本
川
市
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
ア
リ
バ
イ
型
市
民
参
加
に
陥

ら
な
い｢

市
民
と
の
双
方
向
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ｣

が
可
能
と
な
る

市
庁
舎
を
目
指
す
と
い
う
の
で

あ
る
。
私
の
理
解
で
き
る
範
囲

で
の
紹
介
と
な
る
が
、
先
ず
市

民
や
多
様
な
来
庁
者
が
出
入
り

し
や
す
い｢

開
か
れ
た
公
空
間｣

を
随
所
に
設
け
、
間
仕
切
り
や

空
調
壁
面
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所

の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
化
を
進
め

て
、
部
署
間
の
隔
た
り
を
を
無

く
し
、
自
由
な
対
話
を
ベ
ー
ス

に
市
民
と
と
も
に
政
策
を
創
り

あ
げ
る
場
づ
く
り
を
徹
底
し
て

い
る
。
例
え
ば
１
階
フ
ロ
ア
ー

に
は
地
域
協
働
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
2
階
フ
ロ
ア
中
央
の
中
心

に
大
型
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と

ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
て
庁
議
な

ど
市
役
所
の
重
要
な
会
議
を
密

室
で
な
く
意
識
的
に
公
開
さ
れ

た
場
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
本
川
市
長
い
わ
く
、｢

シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
涵
養
に
つ
な
が

る
政
策
形
成
の
体
現
・
そ
の
象

徴
と
し
て
新
生
氷
見
市
庁
舎
は

存
在
す
る
。
こ
こ
を
拠
点
に
成

熟
し
た
民
主
主
義
社
会
を
引
き

寄
せ
る
物
語
、
良
質
な
志
民
が

お
互
い
の
成
長
を
望
み
合
う
よ

う
な
社
会
づ
く
り
に
邁
進
し
た

い｣

と
。

　
草
間
大
成
熊
本
県
高
森
町
長

は
、
2
0
1
1
年
4
月｢

6

テ
ー
マ
20
区
分
86
項
目
の
政

策
集｣

を
掲
げ
て
初
当
選
す
る
。

就
任
後
、
可
能
な
限
り
小
ブ
ロ

ッ
ク
で
の
政
策
説
明
会(

19
公

民
館)

開
催
、
第
三
者
に
よ
る

政
策
進
捗
状
況
検
証
、
新
総
合

計
画
策
定
、
全
国
で
も
稀
な
国
・

県
と
町
の
複
数
年
に
よ
る
相
互

人
事
交
流
の
実
施
、
全
国
的
に

珍
し
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
的
手
法
に
よ
る

町
内
全
戸
へ
の
情
報
通
信
網
引

き
込
み
、
段
階
的
な
機
構
改
革

(

政
策
推
進
課
の
設
置
↓
情
報

管
理
係
の
設
置
↓
財
産
管
理
課
・

政
策
調
整
係
の
設
置
等)

、
情

報
開
示
・
広
報
を
徹
底
し
情
報

公
開
度
熊
本
県
Ｎ
ｏ
１
自
治
体

と
な
る
等
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
確
立
に
努
め
て
い
る
。

　
私
は
現
職
時
代
、
今
か
ら20

年
近
く
前
に
高
森
町
の
過
程
地

域
に
お
け
る
町
政
運
営
を
視
察

さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

の
ど
か
に
広
が
る
阿
蘇
地
域
の

中
で
初
め
て
で
あ
ろ
う
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
選
挙
を
実
行
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
て
町
民
・

町
職
員
が
協
働
し
て
政
策
を
実

施
し
、
山
間
部
で
の
超
高
齢
化

す
る
地
域
実
情
ゆ
え
に｢

伝
わ

ら
な
い｣

現
実
を
、｢

少
し
で
も

伝
え
る
こ
と｣

を
目
標
に
お
い

て
果
敢
に
行
動
す
る
言
動
が
頼

も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

で
き
る
も
の
か
ら
ヤ
ル

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
人
材

パ
ラ
ダ
イ
ム(

枠
組
み)

転
換

世
界
に
日
本
を
発
信

地
方
創
生
２
法
案

ラ 

ス 

ト 

チ 

ャ 

ン 

ス

地
方
財
政
と
消
費
税

壮
絶
な
挑
戦

投 

票 

率 

の 

低 

下

根
底
か
ら
の
見
直
し
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あ
つ
ぎ
型
行
政
推
進

シ
ス
テ
ム

全
国
初
、
高
校
体
育
館
を

再
利
用
す
る
市
庁
舎

過
疎
地
域
に
お
け
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

・
・

・
・

・
・


